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東日本大震災現地ＮＰＯ応援基金（第２期一般助成） 
－ 被災者の生活再建を支援する現地ＮＰＯの組織基盤強化 － 

 

第６回選考 助成対象一覧 
 

 組織基盤強化テーマ 団体名／代表者名 所在地 助成額 

新
規 

施設利用者が生きがい・やりがいを持ち自立

して生活出来ることを目指した現地ＮＰＯの

組織基盤強化 

特定非営利活動法人 

カトレア会 

理事長 山口 和子 

岩手県 

住田町 

２６６ 

万円 

新
規 

陸前高田市における発達障がい児本人支援

体制整備と地域理解まちづくり普及事業に

取り組む現地ＮＰＯの基盤強化 

特定非営利活動法人 

いわて発達障害サポートセ

ンターえぇ町つくり隊 

代表理事 熊本 葉一 

岩手県 

一関市 

２５０ 

万円 

新
規 

福島県内ＮＰＯによる継続的な被災者支援を

実現するための情報収集・発信機能の強化

に向けた中間支援組織としての基盤強化 

一般社団法人 

ふくしま連携復興センター 

代表理事 丹波 史紀 

福島県 

福島市 

２００ 

万円 

継
続 

大槌・釜石での長期的な生活支援と継続し

た居場所づくりに取り組む復興支援ＮＰＯの

基盤強化 

特定非営利活動法人 

サンガ岩手 

理事長 吉田 律子 

岩手県 

盛岡市 

２００ 

万円 

継
続 

復興公営住宅における共助型コミュニティ構

築と継承を目指したＮＰＯの基盤強化 

あすと長町仮設住宅共助型

コミュニティ構築を考える会 

代表 飯塚 正広 

宮城県 

仙台市 

２００ 

万円 

助成件数：５件（新規３件、継続２件） 助成総額：１，１１６万円（新規７１６万円、継続４００万円） 

 

＊第６回助成は 2013 年 8 月 7 日までの応募について 9 月に選考し助成が決定したもの。 

＊助成期間は 2013 年 10 月 1 日から 2014 年 9 月 30 日までの 1 年間。 

＊あすと長町仮設住宅共助型コミュニティ構築を考える会は第 2 期第 3 回選考の助成対象団体。サンガ岩手は第 2 期第 4

回選考の助成対象団体で、何れも継続して助成することとなった。 
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第６回選考総評 

「被災された人々の生活支援を継続するために―現地ＮＰＯの組織基盤強化」 

選考委員長 島田 茂 

 

【現地ＮＰＯ応援基金の概要】 

東日本大震災現地ＮＰＯ応援基金は、震災発生直後の 2011 年 3 月 15 日に日本ＮＰＯセンタ

ーの理事会で設置を決定し、第一次募金を呼びかけ日本各地の個人・団体・企業、そして、ア

メリカ・中国など海外からも寄附があり、約 1 億 5 千万円の尊い資金が集まった。さらに震災

後 1 年経過した 2012 年 3 月 11 日に第二次募金を呼びかけ、これまでに二次の募金で 1,067

の団体・企業・個人から本年 3 月末までの累計で約 2 億 7 千万円の寄付を頂いた。2011 年 10

月までを救援期（第 1 期）として、現地 NPO の救援活動への助成に取り組み、11 月からは生

活再建期（第 2 期）として、「被災者の生活再建を支援する現地 NPO の組織基盤強化」をテー

マに、市民社会創造ファンドと協力して助成に取り組んだ。その結果、第 1 期で 27 件、総額

4,380 万円、及び第 2 期では第 5 回までに 31 件、総額 1 億 399 万円の助成を行った。 

この間に、従来の現地ＮＰＯ応援基金を[一般助成]として定義しなおし、新たに[特定助成]

として、2012 年 7 月に人材育成に特化した支援を行う『大和証券フェニックスジャパン・プ

ログラム』と、2013 年 8 月にコミュニティの復興・再生・活性化に向けた事業を支える『東

日本大震災復興支援 JT NPO 応援プロジェクト』という二つの[特定助成]制度が加わった。 

現地ＮＰＯは、組織基盤を目的とする[一般助成]か、人材育成を中心とする[特定助成] 『大

和証券フェニックスジャパン・プログラム』か、又は、事業自体を目的とする[特定助成] 『東

日本大震災復興支援 JT NPO 応援プロジェクト』かに助成申請目的が分かれるが、現実には複

数の助成制度に申請している団体もあり、各団体が活動を継続するために外部資金を必死に獲

得しようと努力していることがうかがわれる。 

 

【一般助成の目的】 

[一般助成]は、「組織基盤強化」として、「今後の活動を充実していくために組織の力をつけ

ていくこと」を目的とし、ＮＰＯの人事、財政、情報などの運営基盤の整備を主な助成内容と

してきた。また、組織基盤強化につながる基礎的な支援ニーズ調査も助成の対象とした。助成

の対象となる団体は、岩手県、宮城県、福島県において被災した住民の生活再建を直接支援す

る「現地ＮＰＯ」または、それらの団体の「現地ネットワーク組織」あるいは「現地中間支援

組織」とした。 

被災者の生活再建等の支援のため、NPO の果たす役割には大きな期待があるが、過去第 2 期

第 5 回までの申請を見ると震災後新たに設立されたＮＰＯが多く、ＮＰＯを運営する知識と経

験、必要な資金や人材を自分たちで安定的に確保するための組織基盤は弱い。それぞれのリー

ダーの思いは強いが、震災後 2 年半経過したにもかかわらず、復興の目途の立っていない地域
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も多く、被災者の生活再建を支える活動にも困難や焦りも生じている。また、支援するスタッ

フ自身が被災者である場合もあり、ストレスやトラウマで疲労が蓄積している。そのような状

況下ではあるが、[一般助成]としては、応募団体のミッション・ビジョン・活動内容・実績を

鑑みつつ、あくまで組織の自立的かつ長期的な運営基盤確立支援を審査基準としてきた。 

 

【第６回選考の経過】 

今回、個人の方から尊い多額の寄附も寄せられ、第 6 回（助成期間 2013 年 10 月より 1 年間

以内）の助成を行う運びとなった。助成金額は、1 件当たり 300 万円以内（助成総額は概ね 1,200

万円）で募集を行った。第 6 回の応募は、8 月 7 日に締め切り、29 件の応募があった。このう

ち、これまでに一度も助成を受けたことがない団体からの応募が 23 件、これまでに助成を受

けたことがある団体で 2013 年 9 月末までに助成が終了する団体からの応募が 6 件あった。 

選考は、選考委員が事前に書類で審査し、推薦団体を絞り込み、選考委員会に於いて、【継

続助成】候補 3 件、【新規助成】候補 3 件、補欠 2 件、計 8 件が選出され、その後事務局によ

る現地ヒアリングを実施した。 

事務局によるヒアリングの結果、新規団体の内 1 団体は申請内容と実情が異なり、助成対象

外とした。また、補欠の内 1 団体は、他の助成が決定し辞退となった。9 月 18 日の決裁会合

時点で継続 3 団体・新規 1 団体を助成決定としたが、継続助成団体の内、1 団体が『東日本大

震災復興支援 JT NPO 応援プロジェクト』への重複申請であり、新規の 2 団体を保留団体と決

定し、9 月 27 日に再度決裁会合を行い、助成対象を確定する運びとなった。結果的には、第 

6 回選考では、助成件数 5 件（新規 3 件、継続 2 件）、助成総額 1,116 万円を決定した。 

 

【応募内容と選考の印象】 

応募団体の事業内容では、障がい者への自立支援、仕事を生み出し生活を支えるためのコミ

ュニティ・ビジネス、身寄りのない孤立した人々の生活を支える活動、アート・スポーツ・健

康支援などの活動、そして、市民活動やＮＰＯを支える中間支援センターによる申請が多かっ

た。組織基盤としての申請目的では、代表の人件費という団体もあり、大半の団体は、運営能

力がある地元スタッフの採用や育成ということであった。 

復興に時間がかかる中で、団体の自立性を高めていくことは困難ではあるが、それぞれの団

体が改めて使命や目的を参画する役員や会員と共有し、共感し共に活動する仲間を増やし、ブ

ログやＳＮＳなどを活用し活動内容や実績を広く情報発信し、団体としての公明性と透明性を

高め、寄附を募るなど組織を強化されることを願う。今回の助成金が、被災者と寄付者の期待

に応えられる結果であることを願う。 
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＊   ＊   ＊ 

第６回選考委員会 

委員長 島田 茂   公益財団法人日本ＹＭＣＡ同盟 総主事 

委員  磯辺 康子  神戸新聞社編集局社会部デスク 編集員 

委員  栗田 暢之  特定非営利活動法人レスキューストックヤード 代表理事 

委員  黒田 かをり 一般財団法人 CSO ネットワーク 理事・事務局長 

委員  田尻 佳史  認定特定非営利活動法人日本 NPO センター 常務理事・事務局長 

委員  谷本 有美子 公益社団法人神奈川県地方自治研究センター 研究員 

委員  堀江 良彰  認定特定非営利活動法人難民を助ける会 常任理事・事務局長
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第６回助成概要と選考理由 

 

＜新規助成＞ 

 

テ ー マ： 施設利用者が生きがい・やりがいを持ち自立して生活出来ることを目指した

現地ＮＰＯの組織基盤強化 

団 体 名： 特定非営利活動法人カトレア会（岩手県住田町） 

主な活動地域： 岩手県住田町 

【 選 考 理 由 】 

 カトレア会は、岩手県住田町に拠点を構える気仙地域で唯一の障がい者通所施設であり、津

波で父親を失くされた方や東日本大震災で甚大な被害があった釜石市からの施設利用者の受

け皿にもなっている。 

今後の活動ビジョンでは、施設利用者にとっての生きがい・やりがいにつながる事業の展開、

将来的には同地域ならではの農業を充実させ、グループホームをつくり他地域から農業に挑戦

したい障がい者の受け入れなどを掲げ、１）従前受託してきた内職作業等での不安定で安価な

工賃からの脱却を目指した中山間地の自然と広大な土地を活かした「畑わさび」の栽培・販売、

２）利用者への支援の充実のための新規スタッフの雇用と育成に取り組むとしており、本助成

金は畑わさび栽培の設備投資費用、農業の専門スタッフおよび次世代を担う新規スタッフの人

材確保に使用する。 

事業の途上には様々な困難が予測されるが、施設利用者の自立に向けて地域性を活用した復

興事業モデルとしての大いなるチャレンジと、地域での唯一の障がい者施設として地域で生き

づらさや苦しさを抱え、さらに被災の傷を負った当事者やその家族への思いに応えらえる組織

に成長することを期待したい。 

 

 

テ ー マ： 陸前高田市における発達障がい児本人支援体制整備と地域理解まちづくり普

及事業に取り組む現地ＮＰＯの基盤強化 

団 体 名： 特定非営利活動法人 いわて発達障害サポートセンターえぇ町つくり隊（岩手県 

一関市） 

主な活動地域： 岩手県陸前高田市 

【 選 考 理由 】 

 いわて発達障害サポートセンターえぇ町つくり隊は、震災直後から拠点である一関市での活

動と並行して陸前高田市内での発達障がい児童の支援、発達障がいの偏見に対する啓発を行っ

ている団体である。2013 年 9 月からは岩手県の指定事業所として児童発達支援事業所・放課

後等デイサービス「さぽーとはうすすてっぷ」を開設した。 

今後の活動ビジョンに、グレーゾーンの児童も含めての課題克服やニーズに基づいた活動と
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しての専門的な本人支援事業および発達障がい児を地域で支え合いながら、誰にでも暮らしや

すいまちの実現、陸前高田市内での事業、運営の現地化を掲げ、１）専門的支援を行えるため

のスタッフの支援スキルの向上、２）「さぽーとはうすすてっぷ」の運営基盤の整備と事業安

定化、３）発達障がいに対する地域への理解を促すための各関係機関とのネットワークづくり

に取り組むとしており、本助成金は現地スタッフの人材確保および「さぽーとはうすすてっぷ」

の運営費に使用する 

 震災後の陸前高田市において、市内の保育所、小中学校等に対して児童デイサービスに関す

るニーズ調査を実施し、ニーズの把握と運営が安定軌道にのるまでのプランニングもできてい

る。組織内の人材、体制を強化することにより、震災において必要としているサービスが提供

されない障がいを持つ子どもたちとその家族を支え続けられる組織に成長することを期待し

たい。 

 

 

テ ー マ： 福島県内ＮＰＯによる継続的な被災者支援を実現するための情報収集・発信

機能の強化に向けた中間支援組織としての基盤強化 

団 体 名： 一般社団法人 ふくしま連携復興センター（福島県福島市） 

主な活動地域： 福島県 

【 選 考 理由 】 

 ふくしま連携復興センターは、福島県の復興支援団体を支援し、支援ネットワークを形成す

る機関として設立され、中間支援組織として、東日本大震災被災地３県での現状課題共有のた

めの 3 県（いわて・みやぎ・ふくしま）連携復興センターの定例会議をはじめとするネットワ

ーク形成や協働推進事業、情報提供・情報発信やコーディネート事業、提言事業や広域避難者

支援事業等幅広く活動を展開してきた。 

今後の活動ビジョンでは、長期にわたることが予想される復興支援活動と被災者支援を継続

するために、復興支援に関わる多様な主体のネットワーク形成や福島県内の多様なセクターの

幅広い情報を集約、整理し、効果的な発信を行う中間支援機能と、様々な視点から福島県の震

災復興に関する論点を整理し広く提言活動を行うシンクタンク機能の充実をはかることを掲

げ、１）情報収集機能の強化、２）情報発信機能の強化、３）情報収集・発信機能を通じた今

後の中核的な役割を担う人材の育成に取り組むとしており、本助成金は情報発信媒体制作およ

び担当スタッフの人材確保に使用する。 

情報収集機能や情報発信機能を強化するには、それを担う人材の確保または育成、ウェブ等

の発信メディアの充実などが重要になることから、組織基盤の強化をはかり、他団体との連携

や多様なセクター間のネットワーク形成に一層注力し、これまで以上に福島県内 NPO の継続

的な被災者支援を実現するための中間支援組織としての機能を十分に果たせる組織に成長す

ることを期待したい。 
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＜継続助成＞ 

 

テ ー マ： 大槌・釜石での長期的な生活支援と継続した居場所づくりに取り組む復興支

援ＮＰＯの基盤強化 

団 体 名： 特定非営利活動法人 サンガ岩手（岩手県盛岡市） 

主な活動地域： 岩手県大槌町・釜石市 

【 選 考 理由 】 

 サンガ岩手は、震災後に設立され、避難所や仮設住宅等での傾聴ボランティアや支援物資の

提供などを行い、2012 年 7 月には大槌町に「手づくり工房おおつち」を開設して、大槌町や

釜石市の仮設住宅の住民を対象に内職プロジェクトや居場所づくりに取り組んできた。 

今後の活動ビジョンでは、昨年開設した手づくり工房おおつちが、地域のサロン的な役割を

果たし、地域に根差した場として住民がつどい、つながっていくための継続的な居場所の提供、

組織として人を育てる NPO となること、工房の運営や手芸の制作、販売、事務など全て被災

地域の人を雇用し生活再建につなげることなどを掲げ、１）被災者の生きがいづくり支援、２）

現地運営スタッフの人材育成、３）長期的な生活支援のための住民と連携・協力した事業展開

に取り組む。 

第 4 回選考からの継続した応援となるが、手芸の製作・販売など被災者の雇用創出に貢献す

る事業確立への取り組みとともに、活動の原点である地域再生や生活再建の基盤となる居場所

づくり、コミュニティづくりの軸を保ちながら、地域住民が主体となり、現地のニーズに対応

した長期的な生活支援を展開できる組織に成長することを期待したい。 

 

 

テ ー マ： 復興公営住宅における共助型コミュニティ構築と継承を目指したＮＰＯの基

盤強化 

団 体 名： あすと長町仮設住宅共助型コミュニティ構築を考える会（宮城県仙台市） 

主な活動地域： 宮城県仙台市 

【 選 考 理由 】 

 あすと長町仮設住宅共助型コミュニティ構築を考える会は、仙台市内の長町駅近くに位置す

るあすと長町仮設住宅において、仙台市の復興公営住宅が地域住民の声を反映した建設計画と

なるように政策提言などハード面での活動に取り組み、同区域内に 3 ヶ所 340 個の建設計画が

決定した後は、終の棲家に適した新たなコミュニティ構築などソフト面での活動を実施してい

る。 

今後の活動ビジョンに、これまで同仮設住宅で生活してきた住民と復興公営住宅で新たに生

活をともにする住民とのつながりづくり、組織を継続、継承していくための次世代の担い手の

育成などを掲げ、１）新たなメンバーも活動に関われるような体制の改編や組織化、２）復興

公営住宅自治組織との連携、３）周辺地域コミュニティとの連携強化に取り組む。 

第 3 回選考からの継続した応援となるが、復興公営住宅の建設に向けた取り組みから、地域
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の居住者の関係作りの機会としてコモンミール（会食会）の継続的な実施などを通じた、復興

公営住宅への入居後も共同生活の暮らしが継続する環境をつくることを目的としたあすと長

町仮設住宅共助型コミュニティ構築を考える会の活動が、各地で仮設住宅から復興公営住宅へ

の移動が始まる中、改めて地域コミュニティが再編される中で起きる課題に対しての解決策の

一つのモデルとなることを期待したい。 
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第２期第１回から第６回までの助成対象一覧 

＜岩手県＞ 

 組織基盤強化テーマ 団体名／代表者名 所在地 助成額 

第１回 
岩手県陸前高田市気仙町上長部地区 ［復耕
元年］おさべまごころの郷づくり等における支援
活動基盤強化 

特定非営利活動法人 
遠野まごころネット 
理事長 多田 一彦 

岩手県 
遠野市 

５００ 
万円 

第１回 被災者情報支援の強化および組織基盤強化 
特定非営利活動法人 
夢ネット大船渡 
理事長 岩城 恭治 

岩手県 
大船渡市 

５００ 
万円 

第１回 
岩手県内の新しい公共の担い手育成と発信、
県内外のネットワークづくり基盤強化 

特定非営利活動法人 
いわて連携復興センター 
代表理事 鹿野 順一 

岩手県 
北上市 

４１６ 
万円 

第２回 
若者の被災地支援活動および人材を養成する
ためのＮＰＯ基盤強化 

特定非営利活動法人 
いわて GINGA-NET 
代表 八重樫 綾子 

岩手県 
盛岡市 

３００ 
万円 

第２回 
釜石ママハウス（母子心身ケア施設）の継続的
な運営をめざした組織基盤強化 

特定非営利活動法人 
母と子の虹の架け橋 
代表 若菜 多摩英 

岩手県 
花巻市 

４３０ 
万円 

第３回 
被災者が主役の地域復興の実行に向けた中間
支援ＮＰＯとしての基盤強化 

特定非営利活動法人 
＠リアス NPOサポートセンター  
代表理事 鹿野 順一 

岩手県 
釜石市 

４３６ 
万円 

第４回 
大槌・釜石での内職プロジェクトを通じた被災者
の雇用創出と居場所づくりの実現を目指した復
興支援ＮＰＯの基盤強化 

特定非営利活動法人 
サンガ岩手 
理事長 吉田 律子 

岩手県 
盛岡市 

２５０ 
万円 

第５回 
復活の森・再生キャラバン ～団体の自立・自
活を目指した人材育成と収益事業の強化 

特定非営利活動法人 
吉里吉里国 
理事長 芳賀 正彦 

岩手県 
大槌町 

３００ 
万円 

第５回 
継続 

被災者支援継続に向けたネットワークと協働の
まちづくり基盤構築のためのＮＰＯ中間支援組
織の人材と財政基盤の強化 

特定非営利活動法人 
夢ネット大船渡 
理事長 岩城 恭治 

岩手県 
大船渡市 

２００ 
万円 

第６回 
施設利用者が生きがい・やりがいを持ち自立し
て生活出来ることを目指した現地ＮＰＯの組織
基盤強化 

特定非営利活動法人 
カトレア会 
理事長 山口 和子 

岩手県 
住田町 

２６６ 
万円 

第６回 
陸前高田市における発達障がい児本人支援体
制整備と地域理解まちづくり普及事業に取り組
む現地ＮＰＯの基盤強化 

特定非営利活動法人 
いわて発達障害サポートセン
ターえぇ町つくり隊 
代表理事 熊本 葉一 

岩手県 
一関市 

２５０ 
万円 

第６回 
継続 

大槌・釜石での長期的な生活支援と継続した居
場所づくりに取り組む復興支援ＮＰＯの基盤強
化 

特定非営利活動法人 
サンガ岩手 
理事長 吉田 律子 

岩手県 
盛岡市 

２００ 
万円 

 



(11) 

＜宮城県＞ 

 組織基盤強化テーマ 団体名／代表者名 所在地 助成額 

第１回 
東日本大震災 被災高齢者支援ニーズ調査及
び生活再建支援のための基盤強化 

特定非営利活動法人 
みやぎ宅老連絡会 
代表理事 伊藤 壽美子 

宮城県 
仙台市 

２７０ 
万円 

第１回 浦戸地域支え合い事業基盤強化 
特定非営利活動法人 
浦戸福祉会 
代表理事 中井 豊 

宮城県 
塩釜市 

４３５ 
万円 

第２回 
南三陸コミュニティ復興支援事業 ～地元住民
がつながりあえる場の支援力強化ならびに現地
組織の自立をめざした組織基盤強化～ 

特定非営利活動法人 
故郷まちづくりナイン・タウン 
理事長 小野寺 敏 

宮城県 
登米市 

３０８ 
万円 

第２回 
石巻いきがい仕事づくり事業 ～自立的な事業
モデルの確立に向けた組織基盤強化～ 

ぐるぐる応援団 
代表 鹿島 美織 

宮城県 
石巻市 

４４５ 
万円 

第２回 
震災で大切な人を亡くした人々への心のケア活
動を通じた生活再建支援のための組織基盤強
化 

仙台グリーフケア研究会 
理事長 滑川 明男 

宮城県 
仙台市 

４００ 
万円 

第３回 
気仙沼における被災者主体の復興支援が担え
る地元住民主体のＮＰＯを目指した組織基盤強
化 

一般社団法人 
ボランティアステーション  in 
気仙沼 
代表理事 菊田 忠衞 

宮城県 
気仙沼市 

３５０ 
万円 

第３回 
住民主体の復興住宅提案づくりにおける新たな
共助型コミュニティの構築と継承を目指したＮＰ
Ｏの基盤強化 

あすと長町仮設住宅共助型 
コミュニティ構築を考える会 
会長 飯塚 正広 

宮城県 
仙台市 

３００ 
万円 

第４回 
被災した農家の新（進）展開支援に取り組み、
地元住民の主体的な運営を目指した現地ＮＰ
Ｏの基盤強化 

特定非営利活動法人 
がんばッと!!玉浦 
理事長 武田 英之 

宮城県 
岩沼市 

２５０ 
万円 

第５回 
亘理いちごっこコミュニティビジネス創出のため
の体制強化 

特定非営利活動法人 
亘理いちごっこ 
代表理事 馬場 照子 

宮城県 
亘理町 

２５０ 
万円 

第５回 
石巻において震災支援を継続し、支援者を増
加させるための組織基盤強化 

一般社団法人 
みらいサポート石巻 
代表理事 大丸 英則 

宮城県 
石巻市 

２４０ 
万円 

第５回 
継続 

南三陸コミュニティの経済復興に取り組む地元
組織の継続支援と登米コミュニティの再生を目
指したＮＰＯのスタッフ・会員・ボランティア・自己
資金力の強化 

特定非営利活動法人 
故郷まちづくりナイン・タウン 
理事長 小野寺 敏 

宮城県 
登米市 

２００ 
万円 

第６回 
継続 

復興公営住宅における共助型コミュニティ構築
と継承を目指したＮＰＯの基盤強化 

あすと長町仮設住宅共助型
コミュニティ構築を考える会 
代表 飯塚 正広 

宮城県 
仙台市 

２００ 
万円 
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＜福島県＞ 

 組織基盤強化テーマ 団体名／代表者名 所在地 助成額 

第１回 
有機農業による「ふくしま」の食と農の再生プロ
ジェクト基盤強化 

特定非営利活動法人 
福島県有機農業ネットワーク 
理事長 菅野 正寿 

福島県 
二本松市 

４３０ 
万円 

第２回 
みんなの咲

え

顔
がお

プロジェクト ～福島の子どもたち
の咲顔を守る父母の現地ネットワーク構築～ 

小国からの咲顔 
代表 大波 尚美 

福島県 
伊達市 

３５８ 
万円 

第２回 
支援情報ワンストップサービス化推進のための
組織基盤強化 

特定非営利活動法人 
市民公益活動パートナーズ 
代表理事 古山 郁 

福島県 
福島市 

３９４ 
万円 

第２回 
新生ふるさと浪江づくりプロジェクト ～創造的
協働復興まちづくりを推進していくための組織
基盤強化～ 

特定非営利活動法人 
まちづくりＮＰＯ新町なみえ 
理事長 原田 雄一 

福島県 
二本松市 

４９５ 
万円 

第３回 
障害児の被災者家族のための継続的なサポー
ト運営を目指したＮＰＯの基盤強化 

特定非営利活動法人 
ふよう土２１００ 
理事長 里見 喜生 

福島県 
いわき市 

４１２ 
万円 

第３回 
南相馬市リアル情報発信サイトの構築に向けた
中間支援ＮＰＯとしての基盤強化 

特定非営利活動法人 
フロンティア南相馬 
代表理事 草野 良太 

福島県 
南相馬市 

４００ 
万円 

第４回 
原発事故避難者（みなし仮設住宅居住者）の相
互支援ネットワーク構築を目指した現地ＮＰＯの
基盤強化 

特定非営利活動法人 
陽だまりハウス 
理事長 大槻 トモ子 

福島県 
福島市 

３００ 
万円 

第４回 
被災者のエンパワメントと支援団体ネットワーク
の拠点「イコール・カフェ」づくりを目指した現地
ＮＰＯの基盤強化 

特定非営利活動法人 
市民メディア・イコール 
理事長 遠藤 惠 

福島県 
郡山市 

２５０ 
万円 

第４回 
いわき地区ＮＰＯの継続的な人的コミュニティ構
築と戦略的事務局力の強化を目指した中間支
援ＮＰＯとしての基盤強化 

特定非営利活動法人 
いわきＮＰＯセンター 
理事長 照井 義勝 

福島県 
いわき市 

３００ 
万円 

第５回 
福島原発避難者の長期支援と団体の自立を目
指した人材基盤強化計画 

一般社団法人 
情報センターＦａｉｓ 
代表理事 菅野 芳信 

福島県 
田村市 

１８０ 
万円 

第５回 
継続 

なみえ希望のまちづくりプロジェクト ～分散する町
外のコミュニティをネットワーク化して一つの浪江町
としてのアイデンティティを構築するためのスタッフ・
会員・ＮＰＯの強化 

特定非営利活動法人 
まちづくりＮＰＯ新町なみえ 
理事長 神長倉 豊隆 

福島県 
二本松市 

１００ 
万円 

第６回 
福島県内ＮＰＯによる継続的な被災者支援を実
現するための情報収集・発信機能の強化に向
けた中間支援組織としての基盤強化 

一般社団法人 
ふくしま連携復興センター 
代表理事 丹波 史紀 

福島県 
福島市 

２００ 
万円 

 

助成件数：36 件（新規 31 件、継続 5 件） ／ 助成総額：1 億 1,515 万円（新規 1 億 615 万円、継続 900 万円） 
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第２期第１回から第６回までの応募状況と助成状況 

 

第２期第１回 

 岩手県 宮城県 福島県 その他 計 

応募件数 7 件 18 件 4 件 2 件 31 件 

助成件数 3 件  2 件 1 件 0 件  6 件 

第２期第２回 

 岩手県 宮城県 福島県 その他 計 

応募件数 7 件 38 件 16 件 12 件 73 件 

助成件数 2 件  3 件  3 件  0 件  8 件 

第２期第３回 

 岩手県 宮城県 福島県 その他 計 

応募件数 13 件 23 件 12 件 12 件 60 件 

助成件数  1 件  2 件  2 件  0 件  5 件 

第２期第４回 

 岩手県 宮城県 福島県 その他 計 

応募件数 6 件 11 件 7 件 5 件 29 件 

助成件数 1 件  1 件 3 件 0 件  5 件 

第２期第５回 

 岩手県 宮城県 福島県 その他 計 

応募件数 18 件 35 件 11 件 9 件 73 件 

助成件数 2 件  3 件 2 件 0 件  7 件 

第２期第６回 

 岩手県 宮城県 福島県 その他 計 

応募件数 

（新規） 

（継続） 

6 件 

（ 5 件） 

（ 1 件） 

11 件 

（ 9 件） 

（ 2 件） 

8 件 

（ 6 件） 

（ 2 件） 

 2 件 

（ 2 件） 

（ 0 件） 

27 件 

（22 件） 

（ 5 件） 

助成件数 

（新規） 

（継続） 

 3 件 

（ 2 件） 

（ 1 件） 

 1 件 

（ 0 件） 

（ 1 件） 

 1 件 

（ 1 件） 

（ 0 件） 

 0 件 

（ 0 件） 

（ 0 件） 

 5 件 

（ 3 件） 

（ 2 件） 

第２期第１回～第６回までの合計 

 岩手県 宮城県 福島県 その他 計 

応募件数 

（新規） 

（継続） 

57 件 

（53 件） 

（ 4 件） 

136 件 

（132 件） 

（  4 件） 

58 件 

（55 件） 

（ 3 件） 

42 件 

（42 件） 

（ 0 件） 

293 件 

（282 件） 

（ 11 件） 

助成件数 

（新規） 

（継続） 

 12 件 

（10 件） 

（ 2 件） 

12 件 

（10 件） 

（ 2 件） 

12 件 

（11 件） 

（ 1 件） 

 0 件 

（ 0 件） 

（ 0 件） 

36 件 

（31 件） 

（ 5 件） 

 


